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は
じ
め
に

明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
六
月
、
自
由
党
と
進
歩
党
の
合
併
に
よ
っ
て
憲
政
党
が
結
党
さ
れ

る
。
同
月
、
第
三
次
伊
藤
内
閣
が
総
辞
職
す
る
と
、
大
隈
重
信
首
相
、
板
垣
退
助
内
相
と
す
る
「
隈

板
内
閣
」
が
誕
生
す
る
。
た
だ
、
旧
自
由
党
内
で
は
、
第
二
次
伊
藤
内
閣
と
の
提
携
問
題
に
よ
る
党

内
対
立
、
隈
板
内
閣
成
立
後
も
ポ
ス
ト
を
巡
り
安
定
的
で
は
な
か
っ
た
（
１
）

。

旧
自
由
党
関
東
派
の
首
領
で
駐
米
公
使
の
星
亨
が
同
年
十
月
に
米
国
か
ら
帰
国
し
、
憲
政
党
分
裂

を
画
策
す
る
（
２
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
憲
政
党
は
旧
自
由
党
と
旧
進
歩
党
に
分
裂
し
憲
政
党
（
旧
自
由
党
）、

憲
政
本
党
（
旧
進
歩
党
）
が
結
党
さ
れ
る
。
こ
の
分
裂
に
よ
り
隈
板
内
閣
は
瓦
解
し
、
次
い
で
第
二

次
山
県
内
閣
が
誕
生
す
る
。
憲
政
党
は
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
を
選
択
す
る
。

憲
政
党
分
裂
、
隈
板
内
閣
瓦
解
を
め
ぐ
る
星
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ

る
。
坂
野
潤
治
氏
は
「
連
合
政
権
を
分
裂
に
導
い
た
の
は
星
亨
」
で
あ
る
と
し
、「
憲
政
党
分
裂
ま

で
の
約
ニ
ヶ
月
半
の
星
の
行
動
は
関
東
倶
楽
部
（
３
）
に
依
拠
し
て
連
合
政
権
を
分
裂
さ
せ
る
」
と
論
じ
て

い
る
（
４
）

。
升
味
準
之
輔
氏
は
「
星
は
憲
政
党
を
解
党
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
領
袖
た
ち
は
彼
に
圧
倒
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」
と
し
、憲
政
党
解
党
は
星
主
導
で
行
わ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
（
５
）
。
伊
藤
之
雄
氏
は
「
星

の
再
登
場
で
、
一
八
九
八
年
十
二
月
頃
か
ら
約
二
年
間
に
わ
た
っ
て
続
い
て
き
た
旧
自
由
党
の
大
混

乱
に
終
止
符
」
と
し
、
星
が
米
国
か
ら
帰
国
し
、
旧
自
由
党
勢
力
の
混
乱
も
収
拾
さ
せ
た
と
論
じ
る
（
６
）

。

星
は
憲
政
党
の
総
務
委
員
、
政
府
と
の
交
渉
委
員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
東
京
市
会
議
員
と
し
て

も
活
動
し
て
い
た
（
７
）

。
星
は
側
近
の
利
光
鶴
松
と
共
に
東
京
市
の
課
題
で
あ
っ
た
、
東
京
市
街
鉄
道
敷

設
実
現
に
向
け
て
奔
走
す
る
。
当
時
、
東
京
市
街
鉄
道
施
設
の
出
願
者
は
九
十
以
上
に
も
上
っ
て
い

た
。
そ
の
出
願
者
の
中
か
ら
、星
は
自
身
が
関
わ
っ
て
い
た
東
京
市
の
地
主
ら
で
出
願
し
た
地
主
派
、

雨
宮
敬
次
郎
、
立
川
勇
次
郎
ら
雨
宮
派
と
上
川
彦
次
郎
、
藤
山
雷
太
、
渋
沢
栄
一
な
ど
の
三
井
派
と

の
三
派
合
同
で
の
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
出
願
を
画
策
す
る
（
８
）

。
星
は
三
派
合
同
案
を
西
郷
従
道
内
相
に

打
診
し
内
諾
を
得
た
。
星
ら
は
雨
宮
派
と
三
井
派
を
説
得
し
、
明
治
三
十
二
年
七
月
に
三
派
合
同
の

東
京
市
街
鉄
道
会
社
を
興
し
、
九
月
に
内
務
省
に
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
（
９
）

の
特
許
を
出
願
す
る（

（（
（

。

し
か
し
、
憲
政
党
は
「
鉄
道
国
有
化
」
を
党
是
と
し
、
さ
ら
に
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
内
相
だ
っ
た

板
垣
が
「
東
京
市
街
鉄
道
は
市
有
」
で
あ
る
と
内
定
し
て
い
た
。
星
が
憲
政
党
や
板
垣
の
意
向
に
反

す
る
東
京
市
街
鉄
道
民
有
を
画
策
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
党
内
矛
盾
が
新
聞
各
紙
で
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
先
行
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
。
宮
本
源
之
助
氏
は
当
時
の
鉄

道
事
情
を
網
羅
し
、
東
京
市
街
鉄
道
の
動
力
、
技
術
的
な
問
題
に
焦
点
を
当
て
論
じ
て
い
る（

（（
（

。
中
西

健
一
氏
は
東
京
市
街
鉄
道
の
動
力
、
技
術
問
題
や
三
派
合
同
に
よ
る
敷
設
認
可
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る（
（（
（

。
宮
地
正
人
氏
は
「
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
認
可
を
巡
る
、
憲
政
党
と
山
県
内
閣
の
交
渉
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る（

（（
（

。
櫻
井
良
樹
氏
は
東
京
市
街
鉄
道
敷
設
認
可
を
め
ぐ
る
東
京
市
会
で
の
攻
防
に
つ
い
て

焦
点
を
当
て
論
じ
て
い
る（

（（
（

。
北
原
聡
氏
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
が
、
星
の

イ
ン
フ
ラ
構
想
を
中
心
に
焦
点
を
当
て
論
じ
て
い
る（

（（
（

。

本
論
で
は
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
巡
る
星
亨
を
中
心
と
し
た
憲

政
党
内
の
動
向
を
検
証
す
る
。
星
が
党
是
と
乖
離
す
る
「
東
京
市
街
鉄
道
民
有
」
を
画
策
し
た
矛
盾

点
を
ど
う
と
ら
え
る
か
も
一
つ
の
研
究
課
題
で
あ
る
。
本
論
で
は
最
終
的
に
東
京
市
街
鉄
道
問
題
が

憲
政
党
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
星
亨
に

関
係
す
る
史
料
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
星
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
容
易
で
な
い
。
そ
う

し
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
、
憲
政
党
機
関
紙
『
憲
政
党
党
報
』
を
史
料
と
し
て
引
用
す
る
。
こ

れ
は
機
関
紙
と
い
う
党
の
意
志
を
示
す
媒
体
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
党
内
の
政
策
、
権
力
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
星
系
の
『
日
刊
人
民
』
を
史
料
と
し
て
引
用
す
る
。
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第
三
十
六
号

一　

憲
政
党
の
「
鉄
道
国
有
化
政
策
」
に
つ
い
て

ま
ず
、憲
政
党
の
「
鉄
道
国
有
化
」
に
対
す
る
動
向
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
憲
政
党
綱
領
に
は
「
運

輸
交
通
の
機
関
を
促
成
完
備
す
る
こ
と（

（（
（

」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
鉄
道
国
有
化
は
明
文
化
さ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
憲
政
党
と
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
条
件
に
は
「
鉄
道
国
有
化（

（（
（

」
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。

憲
政
党
の
機
関
紙
『
憲
政
党
党
報（

（（
（

』（
以
下
、『
党
報
』
と
記
載
）
第
二
十
四
号
（
明
治
三
十
二
年

十
一
月
二
十
日
）
に
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
憲
政
党
党
大
会
で
「
鉄
道
国

有
を
実
行
し
併
せ
て
未
成
線
を
完
成
す
る
事
」
と
し
た
宣
言
が
朗
読
さ
れ
た
こ
と
を
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
鉄
道
国
有
化
は
憲
政
党
の
党
是
だ
っ
た
と
い
え
る
。『
党
報
』

で
鉄
道
国
有
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
論
説
を
挙
げ
て
み
た
。

・
第
五
号　

（
明
治
三
十
二
年
二
月
五
日
）
「
鉄
道
国
有
法
に
規
定
す
べ
き
条
項
世
人
の
論
難

に
対
す
る
弁
駁
」
竹
内
綱
、
「
鉄
道
国
有
の
実
行
に
伴
ひ
一
大
銀
行
を
設
立
す
る
儀
」
若
宮

正
音

・
第
六
号　

（
同
年
二
月
二
十
日
）
「
鉄
道
国
有
の
速
や
か
に
実
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
」
野
村

庄
之
助

・
第
七
号　

（
同
年
三
月
五
日
）
「
鉄
道
国
有
建
議
案
」
栗
原
亮
一

『
党
報
』
で
は
第
五
～
七
号
に
集
中
し
て
論
説
に
鉄
道
国
有
化
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
第

八
号
以
降
、
論
説
で
鉄
道
国
有
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
論
説
以
外
で
は
鉄
道

国
有
化
に
向
け
た
動
向
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

『
党
報
』
第
九
号
（
同
年
四
月
八
日
）
で
は
「
第
十
三
議
会
報
告
書
」
と
題
し
て
「
鉄
道
国
有
」

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

第
十
三
議
会
報
告
書
（
中
略
）
鉄
道
国
有
ハ
一
時
ノ
経
済
窮
治
策
ニ
非
ラ
ス
国
家
百
年
ノ
大
計

ヲ
定
ム
ル
者
ナ
リ
夫
レ
鉄
道
ハ
恰
モ
国
道
ノ
如
シ
其
労
力
資
本
ノ
結
果
ト
シ
テ
私
人
ノ
所
有
ニ

帰
ス
ル
モ
専
ラ
私
人
ノ
利
営
ム
ヘ
キ
者
ニ
非
ラ
ス
（
中
略
）
鉄
道
ノ
如
キ
独
占
事
業
ハ
個
人
ノ

自
由
競
走
ニ
付
ス
ヘ
キ
者
ニ
非
ラ
ス
之
ヲ
国
有
ノ
有
ニ
帰
セ
シ
メ
宜
ク
社
会
一
般
ノ
用
ヲ
利
ス
ヘ

シ
且
ツ
鉄
道
ノ
管
理
運
用
ヲ
統
一
ス
ル
ハ
軍
事
上
及
経
済
上
ニ
最
モ
必
要
ナ
リ
ト
ス
（
中
略
）
大

抵
列
国
ハ
国
有
ノ
方
針
ヲ
取
レ
リ
鉄
道
国
有
ノ
軍
事
上
経
済
上
ニ
利
益
ナ
ル
ハ
其
論
既
定
マ
ル

憲
政
党
は
「
経
済
上
」「
社
会
上
」「
軍
事
上
」
の
問
題
や
、「
鉄
道
国
有
化
」
は
世
界
の
流
れ
と
し
、

「
鉄
道
国
有
化
の
速
や
か
な
実
行
」
を
訴
え
た
。

憲
政
党
の
首
領
で
あ
る
板
垣
退
助
も
、
鉄
道
国
有
化
を
主
張
し
て
い
る
。『
党
報
』
第
十
号
（
明

治
三
十
二
年
四
月
二
十
日
）
に
は
明
治
三
十
二
年
三
月
二
十
四
日
に
福
島
県
で
行
わ
れ
た
板
垣
の
演

説
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

板
垣
伯
（
中
略
）
鉄
道
国
有
論
に
入
り
、（
一
）
民
有
鉄
道
は
軍
事
の
秘
密
を
保
つ
こ
と
能
わ

ず
（
二
）
軍
隊
の
集
散
を
迅
速
な
ら
し
め
ん
に
は
鉄
道
の
統
一
を
要
す
（
三
）
交
通
機
関
普
及

せ
ざ
る
可
ら
ず
此
三
点
に
付
軍
備
上
経
済
上
鉄
道
は
国
有
に
す
べ
き
事
を
縷
述
し
其
他
生
産
力

の
発
達
上
必
要
す
べ
き
事
項
を
説
き

板
垣
に
と
っ
て
も
鉄
道
国
有
化
は
実
現
さ
せ
た
い
政
治
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い

知
れ
る
。
第
二
次
伊
藤
内
閣
で
内
相
だ
っ
た
板
垣
は
、
明
治
二
十
九
年
六
月
に
東
京
市
街
鉄
道
は
東

京
市
に
よ
る
経
営
と
内
定
し
て
い
た
。
東
京
市
区
改
正
条
例
（
明
治
十
一
年
勅
令
第
六
十
二
号
）
の

第
二
条
に
「
市
区
改
正
の
設
計
を
議
定
し
た
る
と
き
は
内
務
大
臣
に
具
申
す
べ
し
内
務
大
臣
は
審
査

の
上
内
閣
の
認
可
を
受
け
東
京
府
知
事
に
対
し
之
を
公
告
せ
し
む
べ
し
」
と
あ
り
、
東
京
市
内
を
通

る
東
京
市
街
鉄
道
は
内
務
省
の
管
轄
だ
っ
た
。

一
方
、
星
亨
は
憲
政
党
の
「
鉄
道
国
有
化
」
と
い
う
党
是
に
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い

た
の
か
。『
読
売
新
聞
』（
明
治
三
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
）
は
「
鉄
道
国
有
論
に
ハ
憲
政
党
中
の

星
、
松
田
両
氏
も
反
対
す
る
や
に
伝
ふ
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、『
読
売
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
一
月

二
十
二
日
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

鉄
道
国
有
化
問
題
に
就
い
て
ハ
憲
政
党
中
独
り
関
東
倶
楽
部
の
み
反
対
の
意
向
あ
り
し
も
同
倶
楽

部
に
於
い
て
も
一
昨
日
開
花
亭
に
会
合
し
て
本
案
の
意
向
を
一
定
し
て
之
に
賛
同
す
る
こ
と
に
決
し

こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
星
は
鉄
道
国
有
化
を
積
極
的
に
推
進
し
よ
う
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
三
十
二
年
十
一
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
憲
政
党
党
大
会
を
前
に
、
星
は
自

身
が
所
属
す
る
憲
政
党
地
方
組
織
の
東
京
支
部
の
大
会
と
関
東
倶
楽
部
の
大
会
に
出
席
し
た
。『
党

報
』
二
十
四
号
に
よ
る
と
、
東
京
支
部
大
会
で
は
鉄
道
国
有
化
の
決
議
を
行
わ
な
か
っ
た
が
、
関
東

倶
楽
部
大
会
で
は
鉄
道
国
有
化
が
決
議
さ
れ
た
。
鉄
道
国
有
化
の
決
議
を
巡
る
、
東
京
と
関
東
倶
楽

部
の
対
応
の
差
は
、
東
京
支
部
で
鉄
道
国
有
を
決
議
す
れ
ば
、
東
京
市
街
鉄
道
の
「
市
有
」
を
認
め

た
と
受
け
取
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
以
外
の
地
域
も
所
属
す
る
、
関
東
倶
楽
部

の
東
京
以
外
の
地
域
で
は
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
の
利
害
に
は
関
係
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

関
東
レ
ベ
ル
で
は
鉄
道
国
有
化
を
反
対
す
る
理
由
が
な
か
っ
た
。

二
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二　

板
垣
、
星
の
周
辺
に
関
す
る
新
聞
報
道

　

板
垣
退
助
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
経
緯
で
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
関
与
し
た
の
だ
ろ
う
か
。『
利

光
鶴
松
翁
手
記
』
に
は
伊
東
巳
代
治
が
板
垣
を
「
閣
下
ガ
内
務
大
臣
ト
シ
テ
市
有
ノ
省
議
ヲ
決
定
シ

置
キ
タ
ル
ニ
今
日
星
亨
君
ガ
閣
下
ニ
一
言
ノ
挨
拶
モ
無
ク
之
ヲ
民
間
ノ
会
社
ニ
経
営
セ
シ
メ
ン
ト
ス

ル
ハ
（
中
略
）
閣
下
に
無
礼（

（（
（

」
で
あ
る
と
焚
き
付
け
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
板
垣
は
反
応
し

て
、
東
京
市
街
鉄
道
民
有
反
対
運
動
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
る
。
板
垣
が
い
つ
頃
か
ら
民
有
反
対
運

動
に
関
与
し
た
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
関
連
す
る
板
垣
の
発
言
が
確
認
で

き
る
の
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
九
月
十
一
日
）
で
あ
る
。「
板
垣
伯
の
市
街
鉄
道
論
」

と
題
し
た
記
事
に
は
板
垣
が
来
客
の
質
問
に
「
自
由
党
議
員
が
三
派
合
同
に
同
意
す
る
は
不
埒
至
極

の
事
」
と
答
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
東
京
朝
日
新
聞
』（
同
年
九
月
二
十
五
日
）
に
は
「
板
伯
市

街
鉄
道
市
有
論
を
唱
え
て
大
い
に
人
民
紙
を
罵
倒
す
、
星
に
向
か
っ
て
直
ち
に
そ
れ
程
云
え
る
勇
気

が
あ
れ
ば
宜
し
い
が
」
と
市
街
鉄
道
問
題
で
星
に
直
接
注
意
を
与
え
な
い
板
垣
を
揶
揄
す
る
記
事
を

掲
載
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
同
年
九
月
十
三
日
）
は
「
板
垣
伯
と
星
氏
激
論
す
」
と
題
し
、

東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
巡
り
、板
垣
と
星
が
激
論
を
交
わ
し
た
と
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。
一
方
で
、

『
毎
日
新
聞
』（
同
年
十
月
八
日
）
に
は
「
政
党
よ
主
義
無
く
社
会
よ
秩
序
な
し
」
と
題
し
た
論
説
を

掲
載
し
、「
星
氏
其
巨
魁
と
な
り
、
市
内
の
自
由
党
を
挙
て
、
私
設
電
鉄
の
興
に
奔
走
せ
し
む
、
而

も
板
垣
伯
自
由
党
の
本
部
に
座
し
、一
言
の
批
評
す
ら
為
さ
ざ
る
は
何
ぞ
や
」
と
し
、「
鉄
道
国
有
化
」

と
い
う
党
是
に
矛
盾
し
た
星
を
批
判
し
な
い
板
垣
を
批
判
し
た
。

『
毎
日
新
聞
』（
同
年
十
月
十
三
日
）は「
市
街
鉄
道
紛
々
雑
記（
下
）」と
題
し
た
論
説
を
掲
載
し
、「
板

伯
と
星
氏
と
が
全
く
背
馳
し
各
々
熱
心
に
主
張
を
貫
か
ん
と
す
る
こ
と
な
り
板
伯
は
先
頃
頻
り
に
市

有
説
を
囂
々
す
る
」
と
し
、
板
垣
が
市
有
運
動
に
関
与
し
た
と
報
じ
た
。

つ
い
で
、『
東
京
朝
日
新
聞
』、『
毎
日
新
聞
』
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
巡
る
「
板
垣
対
星
」
の

直
接
的
な
や
り
と
り
に
つ
い
て
の
記
事
を
掲
載
し
た
。『
東
京
朝
日
新
聞
』（
同
年
九
月
三
十
日
）に「
板

垣
伯
と
星
氏
激
論
す
」
と
報
じ
た
が
、『
毎
日
新
聞
』（
同
年
十
月
八
日
）
に
「
星
を
批
判
し
な
い
板

垣
」に
つ
い
て
批
判
的
な
記
事
を
掲
載
し
た
。
両
紙
に
は
時
期
的
な
矛
盾
が
あ
り
信
憑
性
が
薄
い
が
、

こ
う
し
た
報
道
が
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
巡
る
「
板
垣
対
星
」
の
構
図
を
政
界
、世
間
に
印
象
づ
け
、

東
京
市
街
鉄
道
市
有
派
や
、
星
と
対
立
す
る
土
佐
派
を
勢
い
づ
か
せ
る
要
因
の
一
つ
に
は
な
っ
た
。

板
垣
の
介
入
に
対
し
、
星
と
利
光
鶴
松
は
東
京
市
街
鉄
道
民
有
反
対
運
動
か
ら
の
「
板
垣
外
し
」

を
画
策
す
る
。
東
京
市
参
事
だ
っ
た
利
光
は
「
伊
東
男
ノ
永
田
町
ノ
邸
ヲ
貫
通
ス
ル
市
区
改
正
ノ
案

ヲ
立
テ
」
る
と
い
う
伊
東
に
対
す
る
報
復
行
為
に
で
た（

（（
（

。
そ
れ
に
対
し
伊
東
は
「
大
変
迷
惑
ナ
レ
バ

何
ト
カ
他
ニ
変
更
セ
ラ
レ
タ
シ
」
と
計
画
撤
回
を
利
光
に
申
し
出
た
。
利
光
は
市
区
改
正
案
の
中
止

の
条
件
と
し
て
「
板
垣
伯
ニ
市
有
運
動
中
止
ス
ル
様
」
に
板
垣
を
説
得
す
る
よ
う
に
求
め
、
伊
東
は

こ
れ
に
応
じ
た（

（（
（

。

伊
東
が
板
垣
に
東
京
市
街
鉄
道
民
有
反
対
運
動
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
説
得
に
出
向
い
た
こ
と
で
利

光
は
市
区
改
正
事
業
を
中
止
し
た
が
、
板
垣
は
東
京
市
街
鉄
道
民
有
反
対
運
動
を
離
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
明
治
三
十
二
年
十
月
十
四
日
、
板
垣
は
東
京
市
街
鉄
道
民
有
反
対
組
織
で
あ
る
「
市
有
期

成
同
盟
会（

（（
（

」
の
集
会
に
出
席
し
、
演
説
を
行
っ
た
。
こ
の
集
会
の
板
垣
の
演
説
に
つ
い
て
『
東
京
朝

日
新
聞
』（
同
年
十
月
十
五
日
）
は
「
星
岡
崎
利
光
の
三
氏
及
び
伊
東
男
は
熱
心
に
三
派
賛
成
を
求

め
或
い
ハ
街
鉄
に
関
し
沈
黙
を
守
ら
ん
と
勧
誘
せ
ら
れ
し
」
と
述
べ
た
と
報
じ
た
。

星
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
板
垣
が
介
入
す
る
こ
と
で
、
三
派
合
同
に
よ
る
東
京
市
街
鉄
道
敷
設

計
画
頓
挫
を
懸
念
し
、
板
垣
の
引
き
離
し
工
作
を
利
光
等
に
行
わ
せ
た
。
三
派
合
同
で
の
東
京
市
街

鉄
道
敷
設
が
失
敗
す
れ
ば
、
星
は
憲
政
党
内
で
の
政
治
的
求
心
力
の
低
下
を
引
き
起
こ
し
、
再
び
党

内
運
営
を
か
ら
離
れ
る
恐
れ
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
点
を
考
慮
す
る
と
星
に
と
っ
て
東
京
市
街
鉄
道

問
題
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三　

星
総
務
委
員
辞
任
騒
動

明
治
三
十
二
年
十
月
十
四
日
、「
星
亨
、
憲
政
党
総
務
委
員
辞
任
申
し
出
」
と
す
る
記
事
を
新
聞

各
紙
が
報
じ
た
。
憲
政
党
で
は
党
の
代
表
者
を
置
か
ず
、
総
務
委
員
と
大
臣
経
験
が
あ
る
総
務
委
員

待
遇
者
に
よ
る
党
内
運
営
が
行
わ
れ
て
い
た
。
政
府
と
の
交
渉
委
員
で
あ
っ
た
星
が
党
総
務
委
員
辞

任
を
申
し
出
た
こ
と
は
、
党
内
外
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
十
月
十
四
日
）
は
「
星
亨
、
憲
政
党
総
務
委
員
辞
意
表
明
」

を
報
じ
た
。
そ
の
中
で
、
十
月
十
二
日
の
総
務
委
員
会
で
星
は
「
健
康
を
害
し
て
最
も
嗜
好
せ
る
読

書
を
貪
る
の
余
裕
な
け
れ
ば
、
暫
時
総
務
委
員
の
激
務
を
避
け
て
健
康
を
計
る
の
傍
ら
紊
乱
せ
る
家

道
を
挽
回
せ
ん
と
欲
す
る
」
と
し
て
総
務
委
員
辞
任
を
申
し
出
た
。
し
か
し
、「
関
東
派
と
相
容
れ

ざ
る
土
佐
派
は
固
よ
り
そ
の
部
下
と
雖
も
氏
に
心
腹
せ
ざ
る
者
漸
次
増
加
し
た
る
事
実
あ
り
」と
し
、

辞
職
の
近
因
は
「
東
京
市
街
鉄
道
民
営
を
巡
り
土
佐
派
と
対
立
」
と
す
る
「
自
由
党
領
袖
某
氏
」
の

言
葉
を
「
裏
面
の
事
情
」
と
し
て
報
じ
た
。

三
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『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
同
日
）
は
星
総
務
委
員
辞
任
の
理
由
に
つ
い
て
「
暫
く
責
任
の
地
を
去
り
静

か
に
読
書
を
な
し
健
康
を
回
復
せ
ん
と
て
其
心
事
を
吐
露
し
た
る
」
と
報
じ
た
。『
読
売
新
聞
』（
同

日
）
は
東
京
市
街
鉄
道
民
有
を
目
論
む
星
に
つ
い
て
土
佐
派
議
員
が
「
民
設
論
を
唱
ふ
る
如
き
は
な

れ
バ
除
名
す
べ
し
と
唱
え
」
と
し
た
上
で
、「
星
氏
は
総
務
委
員
辞
任
を
言
い
出
し
た
り
」
と
報
じ
、

東
京
市
街
鉄
道
問
題
で
星
が
土
佐
派
に
攻
撃
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

こ
の
後
も
、
各
紙
は
東
京
市
街
問
題
に
よ
る
土
佐
派
と
関
東
派
の
対
立
に
よ
る
星
総
務
委
員
辞
任

に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。『
東
京
朝
日
新
聞
』（
同
年
十
月
十
五
日
）
は
「
星
氏
辞
任
の
助
言
者
」
と

題
し
、「
星
氏
攻
撃
し
土
佐
派
に
保
て
る
地
位
を
拡
張
せ
ん
と
企
て
た
る
に
よ
り
星
氏
の
友
人
岡
崎

邦
輔
ハ
早
く
も
こ
の
機
を
察
し
」
と
し
た
上
で
、
星
に
辞
任
を
促
し
た
と
報
じ
た
。

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
「
星
総
務
委
員
辞
任
事
件
」
と
題
し
て
、「
星
排
斥
の
成
巧
は
伊
東
男
等
を

首
謀
と
せ
る
土
佐
派
の
陰
謀
」、「
板
垣
伯
は
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
き
星
氏
と
大
激
論
」
と
星
と
土
佐

派
の
対
立
を
伝
え
た
。
ま
た
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』（
同
年
十
月
十
七
日
）
は
「
星
氏
機
先
を
制
す
」

と
題
し
、「
星
氏
の
幕
僚
と
し
て
名
あ
る
岡
崎
邦
輔
氏
の
其
乗
ず
べ
き
機
会
を
示
し
た
る
に
基
づ
く
」

と
報
じ
、
星
の
辞
任
は
岡
崎
の
助
言
に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
。

こ
う
し
た
報
道
を
受
け
て
か
、
岡
崎
は
明
治
三
十
二
年
十
月
十
九
日
に
大
阪
毎
日
新
聞
社
長
・
原
敬

宛
に
憲
政
党
内
の
事
情
に
言
及
し
た
書
簡（

（（
（

を
送
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

今
回
星
総
務
委
員
を
辞
す
る
に
至
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
色
々
と
り
沙
汰
仕
候
得
と
も
、
要
す
る
に
右

は
過
般
来
内
談
仕
置
候
事
に
て
、
只
今
相
考
事
ニ
ハ
無
之
、
実
は
先
般
申
上
候
如
く
、
是
非
共

同
人
よ
り
山
縣
侯
へ
忠
告
セ
し
め
ん
と
存
候
得
と
も
、
同
人
は
種
々
之
行
懸
り
も
有
之
、
突
然

其
忠
告
も
仕
兼
模
様
、
且
ハ
昨
年
来
同
人
一
身
に
自
憲
党
之
勢
力
を
集
メ
、
政
府
議
会
に
相
働

き
候
故
、
内
外
同
人
に
対
す
る
非
難
之
声
も
有
之
、
且
ハ
政
府
と
の
関
係
も
山
縣
抔
も
ち
と
安

心
ニ
過
き
居
様
ニ
も
相
見
候
故
、
と
か
く
星
か
当
年
責
任
を
一
身
ニ
引
受
相
働
き
候
事
を
避
候

ハ
ヽ
、
山
縣
も
余
程
心
配
を
も
可
相
始
、
又
議
会
中
ニ
ハ
松
田
林
抔
を
相
手
と
し
て
懸
引
候
と

も
何
事
も
速
決
む
つ
か
し
く
、
政
党
之
方
も
星
之
跋
扈
を
忌
む
も
の
も
有
之
候
へ
と
も
、
其
実

星
に
非
さ
れ
ハ
頼
む
ニ
不
足
と
の
事
も
相
悟
り
可
申
旁
、
此
際
ハ
其
要
地
を
避
ケ
同
人
之
為
ニ

余
地
を
残
す
道
理
ニ
御
坐
候
候
事
ニ
御
坐
候
。
夫
故
い
つ
も
の
星
に
似
合
サ
ル
道
を
行
ハ
セ
タ

ル
事
ニ
御
坐
候
。
政
府
も
大
ニ
ヨ
ハ
リ
居
候
よ
し
御
坐
候
。
只
今
電
気
横
浜
埋
立
抔
ニ
テ
カ
レ

コ
レ
申
居
候
得
と
も
、
之
レ
モ
今
一
週
間
内
ニ
ハ
結
末
相
付
キ
可
申
、
其
上
ハ
対
政
府
論
抔
も

カ
レ
コ
レ
相
始
り
可
申
候
。
星
隠
退
之
上
静
粛
ナ
ル
ハ
却
テ
不
妙
と
の
御
考
御
同
感
ニ
御
坐
候

（
中
略
）
新
聞
の
歩
調
を
一
に
し
て
自
由
党
中
ノ
内
訌
と
し
て
口
ヲ
極
メ
テ
罵
り
居
候
得
と
も
、

決
シ
テ
党
内
異
状
ノ
ア
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

こ
の
よ
う
に
、
岡
崎
は
「
星
ニ
似
合
サ
ル
道
を
行
ハ
セ
タ
ル
」
と
、
星
に
辞
任
を
進
言
し
た
こ
と

を
認
め
た
。
ま
た
、
星
の
総
務
委
員
辞
任
は
山
県
内
閣
に
決
心
を
促
す
も
の
と
し
、
星
に
対
す
る
党

内
外
の
批
判
に
つ
い
て
言
及
し
、「
土
佐
派
対
関
東
派
」
の
党
内
対
立
を
否
定
し
た
。
こ
の
「
山
県

内
閣
に
決
心
を
促
す
」
と
は
何
を
さ
す
か
判
然
と
し
な
い
。
当
時
の
憲
政
党
の
政
治
課
題
と
し
て
は

「
選
挙
法
改
正
」「
鉄
道
国
有
化
」「
監
獄
費
国
庫
支
弁
実
行
」「
政
社
法
改
正（

（（
（

」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

た
だ
、「
山
県
へ
の
忠
告
」
の
為
だ
け
に
、
岡
崎
が
星
に
総
務
委
員
辞
任
を
促
し
た
と
い
う
点
に

は
疑
問
が
残
る
。
後
述
す
る
が
、『
党
報
』
や
星
系
の
新
聞
で
あ
る
『
日
刊
人
民
』
は
「
土
佐
派
対

関
東
派
」
の
党
内
対
立
を
否
定
し
て
い
る
。『
大
阪
毎
日
新
聞
』
は
星
総
務
委
員
辞
任
の
原
因
を
「
東

京
市
街
鉄
道
問
題
に
よ
る
土
佐
派
と
関
東
派
の
対
立
」
と
し
て
い
た
。
岡
崎
は
原
に
新
聞
が
報
道
す

る
よ
う
な
「
深
刻
な
党
内
対
立
は
な
い
」
と
し
、
星
総
務
委
員
辞
任
の
狙
い
は
「
山
県
の
決
心
を
促

す
」
と
す
る
情
報
を
流
し
た
。
こ
の
書
簡
の
目
的
は
「
新
聞
が
報
道
す
る
党
内
対
立
の
否
定
」
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
岡
崎
は
「
電
気
横
浜
埋
立
等
」
に
よ
る
党
内
対
立
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
の
電
気
と

は
、「
電
気
鉄
道
」
の
こ
と
で
、
つ
ま
り
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
指
し
、
横
浜
埋
立
は
「
横
浜
埋
立

事
件
」
を
指
し
て
い
る
。
横
浜
埋
立
事
件
は
、
第
十
三
回
帝
国
議
会
で
の
地
租
増
徴
法
案
成
立
が
事

の
発
端
と
な
っ
た
。
第
二
次
山
県
内
閣
と
憲
政
党
は
提
携
し
、地
租
増
徴
案
成
立
を
目
指
し
て
い
た
。

し
か
し
、
衆
議
院
で
憲
政
党
の
議
席
は
過
半
数
を
割
っ
て
い
て
、
法
案
成
立
に
は
多
数
派
工
作
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
岡
崎
は
星
に
横
浜
の
海
面
埋
立
事
業
を
憲
政
本
党
の
小
山
田
新
蔵
に
認

可
を
出
せ
ば
、
小
山
田
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
者
を
地
租
増
徴
案
に
賛
成
さ
せ
る
と
打
診
し
た（

（（
（

。
こ
れ

に
応
じ
た
星
は
西
郷
従
道
内
相
に
小
山
田
グ
ル
ー
プ
に
横
浜
海
面
埋
立
事
業
の
認
可
を
出
す
こ
と
を

確
約
さ
せ
、
憲
政
本
党
か
ら
、
小
山
田
グ
ル
ー
プ
を
離
反
さ
せ
た（

（（
（

。
し
か
し
、
横
浜
海
面
埋
立
事
業

は
地
元
の
横
浜
組
と
、
信
州
派
が
出
願
し
て
い
た
。
横
浜
組
は
土
佐
派
の
鈴
木
充
美
、
栗
原
亮
一
な

ど
、
信
州
派
は
龍
野
周
一
郎
、
伊
藤
大
八
、
利
光
鶴
松
が
両
グ
ル
ー
プ
の
後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
党
内
で
利
権
争
い
が
発
生
し
た
。
党
内
で
三
つ
巴
と
な
っ
た
争
い
に
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
も

相
ま
っ
て
、
新
聞
報
道
は
星
に
対
し
て
批
判
的
、
ま
た
憲
政
党
の
党
内
対
立
を
報
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
横
浜
埋
立
事
件
を
め
ぐ
り
星
は
憲
政
党
か
ら
の
除
名
騒
動
に
ま
で
発
展
す
る（

（（
（

。
星
の
側

近
で
あ
る
利
光
は
、
自
身
の
尽
力
で
星
除
名
は
免
れ
た
と
し
て
い
る（

（（
（

。

岡
崎
が
東
京
市
街
鉄
道
問
題
と
横
浜
埋
立
事
件
が
党
内
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
を
認
め
た
こ
と

で
、各
紙
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な「
土
佐
派
と
関
東
派
」の
対
立
を
結
果
的
に
認
め
た
こ
と
に
な
る
。

四
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「
山
県
も
余
程
心
配
を
可
相
始
」、
政
党
の
方
も
「
星
ニ
非
さ
れ
ハ
頼
む
ニ
不
足
と
の
事
も
相
悟
り

可
申
旁
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
星
の
政
治
的
役
割
を
党
内
外
に
示
す
、
効
果
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
大

阪
毎
日
新
聞
』（
十
月
十
七
日
）
は
「
星
氏
総
務
委
員
辞
す
る
の
事
あ
り
て
山
縣
候
及
び
其
帷
幕
の

人
皆
心
胆
の
寒
さ
を
感
じ
た
り
」
と
報
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
星
総
務
委
員
辞
任
の
影
響
が
党
内
外

に
及
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

星
は
自
ら
総
務
委
員
の
辞
任
を
申
し
出
た
が
、
憲
政
党
の
党
則
で
は
「
総
務
委
員
ハ
大
会
ニ
於
テ

之
ヲ
選
挙
シ
本
党
ノ
一
切
党
務
ヲ
総
理
ス
」規
定
さ
れ
て
い
た
。つ
ま
り
、星
が
辞
任
を
申
し
出
て
も
、

実
際
は
辞
任
に
な
ら
ず
、
党
大
会
を
経
な
け
れ
ば
補
充
人
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
仕
組
み

だ
っ
た
。
星
は
党
則
の
不
備
を
利
用
し
て
、あ
え
て
「
総
務
委
員
辞
任
」
を
切
り
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

四　

『
日
刊
人
民
』
か
ら
み
る
東
京
市
街
鉄
道
問
題

　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
は
明
治
三
十
二
年
九
月
に
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
十
五
の
記
事
を

掲
載
し
て
い
る
。
う
ち
五
つ
の
記
事
が
三
派
合
同
も
し
く
は
星
亨
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
批
判
記

事
の
題
と
要
約
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
九
月

・
五
日
「
市
会
議
員
と
交
通
機
関
問
題
」
…
…
三
派
合
同
が
内
務
当
局
者
、
市
会
議
員
を
買
収
。

・
六
日
「
政
治
家
の
営
業
」
…
…
東
京
市
街
鉄
道
は
独
占
事
業
で
、
政
治
家
の
営
業
。
「
黄
塵

禄
市
街
」
…
市
街
鉄
道
は
議
会
操
縦
の
交
通
問
題
。

・
十
一
日
「
市
街
鉄
道
と
松
田
市
長
の
決
心
」
…
…
三
派
合
同
が
内
務
官
吏
を
魔
し
東
京
市
が

当
然
取
得
す
べ
き
利
益
を
自
家
に
。

・
十
七
日
「
隈
伯
談
片
」
…
…
板
垣
が
い
く
ら
叱
っ
て
も
星
は
取
る
だ
け
の
報
酬
は
得
て
い

る
。
権
利
は
売
り
尽
く
し
て
い
る
。

『
毎
日
新
聞
』
も
同
年
九
月
に
『
東
京
朝
日
新
聞
』
と
同
様
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
東
京
市

街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
十
七
の
記
事
を
掲
載
し
、
四
つ
の
批
判
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

『
毎
日
新
聞
』
明
治
三
十
二
年
九
月

・
五
日
「
論
説　

市
街
鉄
道
と
自
由
党
」
…
…
自
由
党
は
鉄
道
国
有
論
者
だ
が
、
市
街
鉄
道
に

限
り
民
有

・
九
日
「
論
説　

東
西
公
人
の
品
格
の
相
違
」
…
…
電
鉄
問
題
は
政
治
家
が
相
場
師
と
連
合

・
十
八
日
「
腐
敗
せ
る
公
共
機
関
（
大
隈
伯
の
所
見
）
」
…
…
東
京
市
の
交
通
機
関
は
今
や
一

種
の
魔
力
を
持
っ
た
人
に
握
ら
れ
て
い
る

・
二
十
六
日
「
星
と
内
務
省
と
市
街
鉄
道
」
…
…
政
客
と
会
社
が
勝
手
気
ま
ま
に
振
る
舞
う

こ
の
よ
う
に
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
巡
り
、
三
派
合
同
や
星
を
直
接
的
に
批
判
す
る
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
各
紙
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
と
は
別
に
、
星
亨
の
政
治
家
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
を
損
な
う
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
、
星
に
批
判
的
な
世
論
が
形
成
さ
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
星
と
し
て
は
先
述
の
「
板
垣
対
星
」（
土
佐
派
対
関
東
派
）
の
否
定
、
東
京
市
街
鉄
道
民
有

の
合
理
性
名
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、星
系
の
『
日
刊
人
民
』
は
、

こ
れ
ら
の
新
聞
報
道
を
打
ち
消
す
報
道
を
展
開
す
る
。

『
日
刊
人
民
』（
明
治
三
十
二
年
九
月
六
日
）
は｢

私
営
は
市
民
の
負
担
に
な
ら
な
い｣

｢

私
営
で

な
け
れ
ば
敷
設
で
き
ず
市
民
の
不
利
益｣

｢

市
街
交
通
機
関
の
布
設
件
の
珍
重
は
市
民
の
不
利
益｣

な
ど
と
し
、
東
京
市
街
鉄
道
の
民
有
に
よ
る
利
点
を
訴
え
た
。『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
十
三
日
）

は
「
既
に
市
有
、
私
有
論
争
で
は
な
く
技
術
的
な
論
争
」
と
し
、
民
有
は
決
定
済
み
と
す
る
主
張
を

展
開
。『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
二
十
三
日
）
は
「
多
く
の
事
業
を
抱
え
る
東
京
市
に
敷
設
す
る
見

込
み
無
し
」
と
し
、十
月
六
日
に
つ
づ
い
て
、市
有
の
実
現
性
の
低
さ
を
指
摘
し
た
。
こ
の
よ
う
『
日

刊
人
民
』
は
立
て
続
け
に
、
東
京
市
街
鉄
道
の
民
有
の
利
点
を
紙
面
で
展
開
し
、
三
派
合
同
に
よ
る

経
営
の
合
理
性
や
正
当
性
を
主
張
し
た
。

『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
二
十
六
日
）
は
「
板
垣
伯
と
民
営
論
の
対
立
報
道
は
進
歩
派
に
よ
る
離

間
策
」「
板
垣
伯
の
市
有
論
は
謂
う
ま
で
も
な
い
が
、市
に
よ
る
敷
設
は
容
易
で
は
な
い
」
と
論
じ
た
。

「
進
歩
派
に
よ
る
離
間
策
」
と
論
じ
た
こ
と
は
、
板
垣
と
星
の
党
内
対
立
を
否
定
す
る
意
図
が
働
い

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
早
急
な
鉄
道
敷
設
が
市
民
の
利
益
と
し
た
上
で
、
板
垣
の
主

張
は
も
っ
と
も
で
あ
る
と
、
前
置
き
し
た
こ
と
で
板
垣
へ
の
配
慮
を
示
し
た
。

『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
三
十
日
）
は
「
鉄
道
に
関
し
て
国
家
と
市
を
同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
」「
市
の
事
情
に
よ
っ
て
私
営
」
と
し
た
上
で
、鉄
道
国
有
化
を
巡
る
党
是
矛
盾
を
否
定
し
た
。

『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
三
十
一
日
）
の
論
説
で
は
「
自
由
党
に
警
告
す
」
と
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル

な
タ
イ
ト
ル
で
「
東
京
市
街
鉄
道
問
題
、
横
浜
埋
立
事
件
は
地
方
の
問
題
、
個
人
の
問
題
で
党
派
の

問
題
に
非
ず
」
と
論
じ
た
。
あ
く
ま
で
も
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
憲
政
党
内
部
か
ら
切
り
離
そ
う

と
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
。

星
総
務
委
員
辞
任
に
つ
い
て
『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
十
四
日
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

氏
が
社
員
に
語
り
、
昨
年
八
月
米
国
よ
り
帰
朝
し
て
よ
り
以
来
、
憲
政
党
の
た
め
、
南
船
北
馬

東
奔
西
走
と
寧
日
な
し
之
が
為
に
痛
く
健
康
を
害
し
（
中
略
）
こ
の
歳
月
の
間
最
嗜
好
せ
る
所

五
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第
三
十
六
号

の
読
書
を
廃
し
興
味
の
点
に
索
然
し
た
る
を
覚
ゆ
暫
く
責
任
の
地
を
去
り
て
徐
に
静
養
せ
ん
と

欲
す
る
は
遂
に
氏
の
如
き
提
議
を
為
す
に
至
り
の
み
憲
政
党
に
対
す
る
心
事
は
従
前
の
如
く
一

日
も
懐
を
離
る
ヽ
能
は
ず
と

『
日
刊
人
民
』
は
「
星
の
辞
任
申
し
出
は
一
時
的
な
静
養
で
あ
る
」
と
い
う
星
の
コ
メ
ン
ト
を
掲

載
し
、
星
の
総
務
委
員
復
帰
に
含
み
を
持
た
せ
た
。
ま
た
、『
日
刊
人
民
』（
同
年
十
月
十
七
日
）
は

「
休
養
を
誇
大
に
言
い
立
て
土
佐
派
と
関
東
派
を
離
間
さ
せ
よ
う
と
す
る
反
対
党
の
謀
計
」
と
し
た

上
で
「
星
の
総
務
委
員
辞
任
は
虚
報
」
と
す
る
片
岡
健
吉
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
、
各
紙
が
報
じ
る

「
土
佐
派
対
関
東
派
」
の
構
図
を
否
定
し
た
。

五　

『
憲
政
党
党
報
』
に
み
る
東
京
市
街
鉄
道
問
題

『
党
報
』
が
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
記
事
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
東
京
市

街
鉄
道
民
有
を
肯
定
す
る
例
と
し
て
、
渋
沢
栄
一
の
意
見
書
が
掲
載
さ
れ
た
十
七
号
（
明
治
三
十
二

年
八
月
五
日
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
十
一
号
（
同
年
十
月
五
日
）
で
は
「
市
有
か
民
有
か

大
問
題
」
題
し
「
市
有
を
決
議
し
た
東
京
市
会
が
民
有
に
傾
い
た
」
と
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
否
定

的
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
。
同
号
で
は
「
不
思
議
の
事
」
と
題
し
次
の
よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
。

市
街
鐵
道
私
有
の
決
議
を
為
し
誓
つ
て
之
を
貫
徹
せ
ん
と
の
意
気
を
示
し
た
る
東
京
市
会
か
、

市
有
説
を
抛
つ
て
民
有
説
に
傾
き
た
る
其
の
風
説
嘘
か
と
思
へ
ば
嘘
に
も
あ
ら
さ
る
。
東
京
市

民
の
市
政
に
冷
淡
に
し
て
、
市
区
改
正
、
市
街
鉄
道
と
云
へ
る
如
き
大
問
題
を
見
る
こ
と
、
神

田
明
神
や
山
王
の
祭
典
の
百
分
の
一
に
も
及
ば
ざ
る

東
京
市
会
で
紛
糾
す
る
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
東
京
市
民
は
関
心
を
示
す
こ
と
は
な
い
と
、
東
京

市
街
鉄
道
問
題
に
対
し
て
ド
ラ
イ
な
論
調
を
取
っ
て
い
る
。　

ま
た
二
十
二
号
（
同
年
十
月
二
十
日
）
で
は
「
東
京
市
街
鉄
道
市
営
で
東
京
市
の
財
源
確
保
」
と

す
る
市
有
を
推
す
内
容
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
三
派
合
同
で
の
東
京
市
街
鉄
道
民
営
を
目

指
す
星
に
と
っ
て
は
、
不
都
合
な
論
説
だ
っ
た
。
こ
の
論
説
の
執
筆
者
は
「
千
岳
生
」
と
い
う
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
執
筆
し
て
い
て
、
千
岳
生
の
人
と
な
り
は
不
明
で
は
あ
る
。
東
京
市
街
鉄
道
市
有
を
推
進

す
る
内
容
が
党
の
意
見
と
す
る
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
星
が
党
内
で
優
位
な
状
況
で
な
か
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
党
報
』
の
論
説
は
毎
号
、
憲
政
党
の
各
派
の
五
名
程
度
が
執
筆
し
て
い
た
。
し
か
し
、
星
が
論

説
で
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
執
筆
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
星
が
東
京
市
街
鉄
道
問

題
を
極
力
、
党
内
問
題
と
認
識
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
憲
政
党
員
で
な
い

三
派
合
同
に
参
加
し
て
い
た
渋
沢
栄
一
の
東
京
市
街
鉄
道
の
民
有
化
を
求
め
る
意
見
書
が
『
党
報
』

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
、
星
の
意
志
が
一
度
は
反
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
二
十
二
号
の
「
東
京
市

街
鉄
道
市
営
で
東
京
市
の
財
源
確
保
」
と
い
う
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
「
党
報
」
に
よ
る
意
見

の
変
化
が
確
認
で
き
る
。

東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
よ
る
「
星
亨
の
総
務
委
員
辞
任
」
が
新
聞
各
紙
で
報
じ
ら
れ
、
土
佐
派
と

関
東
派
の
対
立
が
党
内
外
に
認
識
さ
れ
た
が
、「
横
浜
埋
立
事
件
」
に
よ
っ
て
党
内
対
立
は
よ
り
顕

在
化
し
た
。

『
党
報
』
第
二
十
三
号
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
）
に
は
明
治
三
十
二
年
十
一
月
一
日
に
開

か
れ
た
総
務
委
員
会
で
の
決
議
が
掲
載
さ
れ
た
。

総
務
委
員
會
の
決
議
（
其
二
）

近
頃
横
浜
海
面
埋
立
事
件
と
し
て
伝
へ
ら
る
ヽ
一
問
題
あ
り
、（
中
略
）
我
党
分
裂
の
兆
し
な

り
と
伝
へ
、（
中
略
）
我
党
に
て
は
本
月
一
日
総
務
委
員
会
を
開
き
板
垣
伯
、
末
松
、
星
、
林
、

江
原
、
片
岡
、
松
田
の
諸
氏
并
に
石
塚
、
改
野
両
幹
事
等
出
席
の
上
、
協
議
を
凝
ら
す
處
あ
り

結
局
左
の
決
議
を
為
せ
り

横
浜
埋
立
事
件
は
本
部
に
於
て
此
に
関
興
せ
さ
る
事

右
に
関
し
党
中
意
思
の
行
違
あ
る
も
の
は
之
が
疎
通
を
計
る
事

東
京
市
街
鉄
道
問
題
と
同
時
に
党
内
対
立
の
火
種
と
な
っ
て
い
た
横
浜
埋
立
事
件
に
つ
い
て
憲
政

党
執
行
部
は
「
横
浜
埋
立
事
件
に
本
部
は
関
与
せ
ず
」
と
す
る
決
議
を
下
し
た
。
さ
ら
に
同
号
で
は

「
政
党
の
本
領
」
と
題
し
た
星
の
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
、同
号
に
は
「
東
京
市
街
鉄
道
問
題
一
段
落
」
と
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
、東
京
市
会
で
「
私

有
と
為
す
に
決
し
」
と
伝
え
た
。
一
方
で
同
号
で
は
「
街
鉄
問
題
の
波
乱
」
と
題
し
民
有
に
よ
る
市

へ
の
納
付
金
に
つ
い
て
「
市
会
の
決
議
た
る
市
の
利
益
を
害
す
る
も
の
な
れ
ば
、
法
律
に
よ
り
て
之

を
再
議
に
附
せ
し
む
議
起
こ
り
て
」
と
し
、
そ
の
波
乱
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
「
街
鉄
の
納
付
金
」

と
題
し
、「
或
者
の
計
算
に
據
れ
ば
（
中
略
）
市
会
の
決
議
額
は
却
て
市
に
利
益
と
な
る
」
と
し
民

有
の
有
利
さ
を
指
摘
し
た
。

『
党
報
』
第
二
十
三
号
で
は
「
横
浜
埋
立
事
件
の
決
着
」「
東
京
市
街
鉄
道
民
有
の
優
位
性
の
強
調
」

を
掲
載
し
、こ
れ
ま
で
の
論
調
と
は
確
実
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、

星
の
健
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
か
の
よ
う
な
論
説
掲
載
は
、
憲
政
党
内
部
で
の
対
立
で
星
が
優
位
に
立

っ
た
と
み
て
と
れ
る
。『
憲
政
党
報
』
と
い
う
〝
党
機
関
紙
〟
か
ら
党
内
の
派
閥
争
い
の
様
相
が
確

六
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認
で
き
た
。
十
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
党
大
会
で
星
は
総
務
委
員
に
再
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（

（（
（

。

終
わ
り
に

明
治
三
十
一
年
に
星
が
旧
憲
政
党
分
裂
さ
せ
、
旧
自
由
党
主
体
の
憲
政
党
の
党
内
運
営
を
担
い
、

政
府
と
の
交
渉
を
行
う
こ
と
で
、
星
の
党
内
に
お
け
る
地
位
が
向
上
す
る
。
憲
政
党
内
で
は
東
京
市

街
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
り
、
星
に
対
す
る
批
判
が
と
く
に
土
佐
派
か
ら
強
め
ら
れ
、「
星
総
務
委
員
辞

任
騒
動
」
に
ま
で
発
展
す
る
。
星
総
務
委
員
辞
任
騒
動
は
こ
の
時
期
の
党
内
運
営
、
党
内
対
立
の
複

雑
さ
を
示
し
て
い
る
。
星
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
よ
る
土
佐
派
の
攻
撃
や
新
聞
各
紙
の
批
判
報
道

を
か
わ
す
た
め
に
、『
日
刊
人
民
』
を
使
い
東
京
市
街
鉄
道
の
民
有
の
正
当
性
を
主
張
し
た
。
そ
の

な
か
で
「
東
京
市
街
鉄
道
問
題
は
進
歩
派
の
離
間
策
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
東
京
市
街
鉄
道
市
有
を
主

張
す
る
板
垣
に
一
定
の
配
慮
を
示
す
な
ど
、
党
内
対
立
を
沈
静
化
、
或
い
は
否
定
し
よ
う
と
い
て
い
た
。

『
党
報
』
で
は
東
京
市
街
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
、
殆
ど
肯
定
的
な
記
事
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
で
、
東
京
市
街
鉄
道
問
題
で
星
に
対
す
る
批
判
的
な
記
事
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
東
京
市

街
鉄
道
民
有
に
否
定
的
な
見
解
を
示
す
記
事
は
第
二
十
二
号
ま
で
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
第
二
十
三

号
に
な
る
と
「
横
浜
埋
立
事
件
に
党
本
部
は
関
与
せ
ず
」「
東
京
市
街
鉄
道
問
題
一
段
落
」「
東
京
市

街
鉄
道
は
市
の
利
益
」
と
す
る
星
に
と
っ
て
有
利
な
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
号
で

星
が
「
政
党
の
本
領
」
と
す
る
、
論
説
を
掲
載
し
た
こ
と
で
、「
星
健
在
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

さ
ら
に
十
一
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
党
大
会
で
星
は
総
務
委
員
に
再
任
さ
れ
、
東
京
市
街
鉄
道
問

題
に
よ
る
反
対
派
勢
力
（
土
佐
派
）
に
勝
利
し
た
と
い
え
る
。

星
は
土
佐
派
と
の
駆
け
引
き
で
「
総
務
委
員
辞
任
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
選
択
し
た
。
憲
政
党
党
則

で
は
「
総
務
委
員
は
党
大
会
で
選
出
」
す
る
と
規
定
さ
れ
、
総
務
委
員
が
辞
任
し
た
際
の
補
充
人
事

に
関
す
る
規
定
は
な
か
っ
た
た
め
、
星
は
そ
れ
を
見
越
し
て
、「
総
務
委
員
辞
任
」
を
申
し
出
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
星
は
総
務
委
員
を
辞
任
す
る
覚
悟
が
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
明
治

三
十
二
年
十
一
月
の
党
大
会
に
お
い
て
星
は
総
務
委
員
が
辞
任
場
合
、「
臨
時
に
代
議
士
会
で
新
た

な
総
務
委
員
を
選
出
」
す
る
と
い
う
、
党
則
改
正
案
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
星
は
反
対

動
議
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
が
「
前
大
臣
の
総
務
委
員
待
遇
の
廃
止（

（（
（

」
を
提
案
す
る

な
ど
党
内
運
営
を
戦
略
的
に
描
い
て
い
た
。

土
佐
派
が
星
を
排
除
す
る
こ
と
で
、
関
東
派
が
脱
党
す
る
懸
念
も
あ
っ
た
た
め
に
、
東
京
市
街
鉄

道
問
題
、
横
浜
埋
立
事
件
で
星
側
に
折
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
星
が
東
京
市
街
鉄
道
問
題
を
収
拾

さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
党
内
外
に
お
け
る
政
治
的
求
心
力
を
高
め
た（

（（
（

。

憲
政
党
は
第
二
次
山
県
内
閣
と
の
提
携
の
際
に
、
大
臣
ポ
ス
ト
を
要
求
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
受

け
入
れ
ら
れ
ず
に
妥
協
し
提
携
し
た
。
憲
政
党
が
大
臣
ポ
ス
ト
を
得
た
場
合
、
党
内
で
大
臣
ポ
ス
ト

を
巡
る
、
派
閥
抗
争
が
激
化
し
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
大
臣

ポ
ス
ト
要
求
」
と
い
う
ポ
ー
ズ
を
党
内
外
に
示
し
た
だ
け
で
、
党
内
対
立
回
避
を
図
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
憲
政
党
単
独
で
政
権
運
営
を
し
な
け
れ
ば
、
各
派
に
分
配
で
き
る
だ
け
の
大
臣
ポ
ス
ト
は
な

か
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ
だ
。　

仮
に
第
二
次
山
県
内
閣
が
憲
政
党
に
大
臣
ポ
ス
ト
を
与
え
た
場
合
、
板
垣
退
助
が
内
相
に
就
任
す

る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
板
垣
が
内
相
に
再
び
就
任
し
た
場
合
、「
東
京
市
街
鉄
道
民
有
」
を
目
指
す

星
に
と
っ
て
は
不
都
合
な
状
況
と
な
る
。
ま
た
、
隈
板
内
閣
を
瓦
解
に
追
い
込
み
、
板
垣
を
内
相
の

座
か
ら
引
き
離
し
た
こ
と
が
、「
東
京
市
街
鉄
道
民
有
」
を
実
現
さ
せ
る
環
境
を
整
え
る
布
石
と
な

っ
た
。
板
垣
を
内
相
か
ら
引
き
離
す
目
的
で
、
星
が
「
大
臣
ポ
ス
ト
争
い
」
を
口
実
に
隈
板
内
閣
を

瓦
解
さ
せ
た
と
言
い
切
る
こ
と
は
強
引
な
理
論
で
は
あ
る
が
、
今
後
の
星
亨
研
究
に
お
い
て
留
意
す

べ
き
事
象
で
あ
る
こ
と
付
け
足
し
て
お
く
。

註
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伊
藤
之
雄
「
日
清
戦
後
の
自
由
党
の
改
革
と
星
亨
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
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集
史
学 

三
九
』
一
九
九
三
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）

（2）
大
臣
ポ
ス
ト
を
巡
り
、
自
由
党
系
と
進
捗
党
系
が
対
立
。

（3）
関
東
派
を
指
す
。

（4）
坂
野
潤
治
『
明
治
憲
法
体
制
の
確
立
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
一
九
六
～

一
九
七
頁

（5）
升
味
準
之
輔
『
日
本
政
治
史
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藩
閥
支
配
、政
党
政
治
』（
東
京
大
学
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版
会
、一
九
八
八
年
）
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九
九
頁

（6）
伊
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之
雄
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前
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』
五
九
頁

（7）
当
時
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衆
議
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議
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議
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可
能
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っ
た
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光
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松
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光
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松
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大
空
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九
四
頁

（9）
明
治
三
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年
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主
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、
雨
宮
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三
井
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同
で
会
社
設
立
。
明
治
三
十
三
年
六
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市
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に
二
百
マ
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電
車
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三
十
六
年
九
月
に
数
寄
屋
橋

―
神
田
橋
間
を
開
業
。
そ
の
後
、
日
比
谷
―
半
蔵
門
間
、
神
田
―
両
国
間
、
半
蔵
門
―
新
宿
間
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大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

八

を
順
次
開
業
し
た
。

（10）
利
光
鶴
松
著
『
前
掲
』
二
五
三
頁

（11）
宮
本
源
之
助
『
明
治
運
輸
史
』（
原
書
房
、
一
九
一
三
年
刊
） 

（12）
中
西
健
一
『
日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
三
年
）

（13）
宮
地
正
人
『
日
露
戦
後
政
治
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）

（14）
櫻
井
良
樹
『
帝
都
東
京
の
近
代
政
治
史
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
○
○
三
年
）

（15）
北
原
聡
「
星
亨
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
構
想
」（
慶
應
義
塾
大
学
『
三
田
學
會
雑
誌
』

一
九
九
六
年
）

（16）
憲
政
党
『
憲
政
党
党
報
』
第
一
号
（
明
治
三
十
一
年
十
二
月
五
日
）（
以
下
『
党
報
』）　

（17）
徳
富
蘇
峰
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
下
巻
』（
原
書
房
、
一
九
六
九
年
）
三
五
五
頁

（18）
明
治
三
十
一
年
六
月
に
発
行
開
始
。
自
由
党
と
進
歩
党
分
裂
に
よ
り
、
十
四
号
で
廃
刊
。
自
由

党
主
体
の
憲
政
党
に
よ
り
明
治
三
十
一
年
十
一
月
よ
り
再
び
第
一
号
よ
り
発
行
を
開
始
し
第

四
十
四
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
。
発
行
は
月
二
回
。

（19）
利
光
鶴
松
『
前
掲
』
二
六
一
～
二
六
二
頁

（20）
利
光
鶴
松
『
前
掲
』
二
六
七
～
二
六
八
頁

（21）
利
光
鶴
松
『
前
掲
』
二
六
八
頁

（22）
櫻
井
徹
『
市
街
鉄
道
問
題 

（
明
治
期
鉄
道
史
資
料 

第
二
期 

第
二
集 
）』（
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
八
八
年
）「
東
京
市
街
鉄
道
問
題
」
一
～
九
頁
に
板
垣
退
助
の
演
説
を
集
録
。

（23）
原
敬
文
書
研
究
会
『
原
敬
関
係
文
書
第
一
巻
、書
翰
篇
一
』（
日
本
放
送
出
版
会
、一
九
八
四
年
）

三
七
八
～
三
七
九
頁

（24）
利
光
鶴
松
『
前
掲
』
四
○
八
頁
、
原
敬
文
書
研
究
会
『
前
掲
』
三
七
八
～
三
七
九
頁

（25）
同
右

（26）
憲
政
党
『
党
報
』
第
二
十
四
号
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
）

（27）
利
光
鶴
松
著
『
前
掲
』
四
一
一
頁
、『
読
売
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
十
月
二
十
九
日
）、『
東
京

朝
日
新
聞
』（
明
治
三
十
二
年
十
月
三
十
一
日
）

（28）
利
光
鶴
松
著
『
同
前
』
四
○
九
～
四
一
○
頁

（29）
憲
政
党
『
党
報
』
第
二
十
四
号
（
明
治
三
十
二
年
十
一
月
二
十
日
）

（30）
吉
良
芳
江
氏
は
「
横
浜
埋
立
事
件
の
一
考
察  

都
市
の
利
権
と
政
党
」（
日
本
女
子
大
学
『
史

艸　

四
五
』
二
○
○
四
年
）
の
中
で
横
浜
埋
立
事
件
に
よ
っ
て
星
亨
が
党
内
基
盤
を
確
立
し
た

と
し
て
い
る
。


